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陳 紹 禺(王 明)と そ の 魯 迅 論

川 上 久 寿

中国共産党 の最高指導者 として毛沢東 ・盟秋 白の名はあ ま りに高 い,ま

た このふた りとともに 陳紹禺(王 明)・ 李立三 の名 も き りはなす ことはで き

ないだろ う。 これ らの人び とは陳独秀 とともに 中国共産 党五十年 の歴 史に お

け るそれ ぞれ の時代 のそれぞれ の指導者だ ったか らであ る。 これ ら五人 の党

の指導者 の うち,従 来わた くしは と りわ け陳紹 禺と李 立三には興味 を もって

きた。 とい うのは,こ れ らふた りが他 の三人 に くらべ て知 られ ることあ ま り

に少なか ったか らであ る。 毛沢東には中国で最高の紙 質,印 刷,装 偵 の堂 々

た る四巻本 の選集 の他に並製 本 もあ る。それに また世界 を風靡 した 『毛主席

語 録』が あ る。 盟秋白はい まこそ中国でそ の名声 が落 され は した ものの,魯

迅 との関係上 そ の名 は 不滅であ り,『盟秋 白文集』四巻 は奨励 はされ ないか

も しれ ないが,魯 迅が 中国で 読 まれ るか ぎ りは 葬 り去 られ る ことは あ るま

い。 陳独秀 は 『胡適文存 』があ るとすれば同時に 『独秀文存』 もあ るそ うい

う運 命に あるひ とであ り,五 ・四運動 との 関係上抹殺 し 去 ることはで きな

い。そ う.いうわけで,毛 沢東,盟 秋 白,陳 独秀,こ の三人には文集 が残 さ

れ,そ れは これ まで多 くのひ とに よって読 まれ,そ して今後 もおそ らく読 ま

れ てゆ くだろ う。 しか し,の こるふた りの陳紹 禺と李立三にな ると事情がす

こしちが う。李 立三 の書いた もので現在われわれ の眼にふれ るものは何 もな

い,こ のひ とが党 の主導権 をに ぎっていた時代,い わゆ る李 立三 コースを押

し進めていた時代には,党 関係の出版物にかれ の書いた ものは氾濫 した こと

であ ろ う。そ う推定 してもまちがいなか ろ うと思 うが,現 在 の ところそれは

中国の何処 かでなければ見 る ことはできないのではないか。 中国共産党史上

の李 立三 コースはあま りに有 名であ る反面,か れ の書いた ものを読む ことは

われわれには不可能であ る。 これ はわが 国に おいてばか りでな しに,中 国で
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もそ うか も しれない。 も うひ と りの陳紹 禺は ど うか とい うと,こ のひ とは李

立三 よ りは幸運だ とみえて,書 いた ものが 日本で も印刷 されていて,わ れわ

れで もそれ を読む ことがで きる。そ のなかには 日本語 では読め ないが,魯 迅

論 もあ る,そ れは 『中国人民 の重大 な損失』 と題 す るもので,一 九三六年十

月二十五 日にパ リで書かれ,そ して 『救 国時報』 とい う新 聞に のせ られた も

ので あ る。一九三六年 といえば,そ の年の十月十八 日に魯迅が死んだので,

その追悼文 として書かれ た もので ある。 この年 の七 月七 日には 日本が宣戦布

告 な き全面的な戦争 に突 入 した芦溝橋 事件 がお きている。

ところで本論の 目的 とす るところは,こ の陳紹 禺の魯迅論 『中国人民 の

重大 な損失』を紹介す ることであ り,ま た この論文 につ き多少な りと,わ た

くしの意見を述べ ることにある,そ のばあい中国共産党史 のなかの陳紹 禺を

み ることに もな ろ う。 わた くしが この論文 を紹介す るとい うことは,こ れ ま

でわれわれ の読んだ こともない新資料だ とい うことであ る。わた くしは 日本

語 で も 中国語で も従来 この論 文を みた ことが ない。 ソ連科学 アカデ ミー版

『魯迅1881-1936』 一九三八年版 に よって,は じめて こ うい う論 文のあ るを

知 った次第で ある。 この本の標題 の下 にr現 代中国の大作家を記念す るため

の論文 と翻訳集』 とあ るとお り,魯 迅 の小説 と翻訳(他 に雑文一 篇)と 陳紹

禺の本論それに ロシヤ人の書いた論文が一 篇収め られ てい る。 したが って多

分 わが国には まだ知 られていない資料 のひとつ と して,論 文 の価値 の如何 を

問わず,紹 介 され る必要はあ るにちが いない。現在汲古 書院で上梓 している

『王 明選集』に この論文 が収 め られ る 予定か否かはい まの ところ 不 明だが,

この選 集の予 告に よるとこの論文 は収録 され ていない模様 であ る。

次 に 『中国人民の重大な損失』 をかかげ よ う。

十 月二十 日 の 朝十時,『 プ ラウダ』掲載 の上海通信に より 『中国の ゴー

リキイ』た る同志魯迅 の死 を知 った。 この報道 はわた くしを限 りない悲 しみ

に お と しいれ た。それ は魯迅読者の悲 しみ,魯 迅 の戦友 のひ と りの悲 しみだ

けではない,中 国青年に とって とりかえ しのつか ない悲 しみであ り,中 国人
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ひ と りひ とりの思い と して も克服 しえない悲 しみである。それゆえ,魯 迅 の

計報 はわれ われ何百万 の中国青年 を悲歎 に くれ させたにちがいない。

先年,中 国人民 は最耳 を うしな った。囁耳は偉大だ った,か れ の死が く

や まれ てな らない のは,作 曲家 と して まだ若 く,才 能に富み,新 らしい時代

にそ うた大衆的 な中国音楽を創造 したひ とだか らであ る。 今や中国人民 は魯

迅 も失 うこととなった。 魯迅 も偉大 であ り,そ の死去はわれ われ の魂 を強 く

ゆ さぶ り,深 い感銘 を あたえずにはおかない。 なぜな ら,か れは 『下層社

会 』の生活 を反映す る中国文学,大 部分 の被圧迫中国人の,解 放 の戦い の武

器 とな るよ うな新時代 の中国文学 をつ くった才能あ る革 命文学者だ ったか ら

であ る。

魯迅が 中国の知識人の うちで,ま た解放運動 のなかで,か くもきわだ っ

てい るのは,か れが絶 え間な く時代 とともに前進 で きたか らで ある。 まさに

『五 ・四』運動 の時代 か ら 今 日に いた るまで,か れ は常に進歩的思想 の浪の

なかにい ることがで きた。 かれは大革命家が本質的 に もつす ぐれた資 質 と徹

底性を完全に具 えていて,北 洋軍閥支配 の時期か ら現在 にいた るまで反動の

力がいかに強 大であろ うとも,そ の誘惑に負け も しなければ脅威 に屈す るこ

ともなか った。 かれ は文学 の分野で解放事業 に全 力をつ くしたのみな らず,

中国人民が 自 らを解放す る偉大なたたかいに も実践面で直接 参加 した。

魯迅は作 家 と して 有能 だ っただけでな く 進歩的な 政 治家で も あ ったか

ら,中 国の文 壇では第一等 の地位を しめていた。魯迅は有能な文学者 と進 歩

的政治家 の芸 術 と知恵 を一身に具備 していたので,大 作家 の力量 を もって辛

辣な風刺 とともに きび しい峻烈 さを もった政論 を書 くと同時に進 歩的政治家

の遠見を もって現代 の人間悪をあば きだす 心に しみ とお るよ うな作品 を書 き

えたのであ る。'

魯迅は大革命文学者であ り政 治家で もあったれば こそ,ゴ ー リキ イ,ロ

マン ・ローラソ,バ ル ビュスな どあ らゆ る現代作家 とおな じよ うに,つ きる

ことな き熱烈 な愛情 を 自国 の人民 ・人類 ・正義 ・真理 ・自由 ・光 明に,さ ら

には階級 に,搾 取 され圧 迫 されてい る世界 の多 くの ものに,と 同時に全人類
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解放 の歴 史的使命 をにな った階級つ ま りプロレタ リアー トにそそいだので あ

る。 魯迅 は社会主義 ソ連にたい して,ま た 中国人民 の解放 のため英雄的にた

たか ってい る中国共産党にたい して,あ らゆ る先進思想 と世界 の進歩にた い

して,衷 心燃 え るような共感 をおぼえていた。魯迅の社会 主義 ソ連にた いす

る態度 は ど うだ ったか といえば,ロ シヤの古 い文学遺産 と現代 の ソビエ ト文

学 を忠実正確に 中国へ紹介 したのみな らず,ソ 連にたいす る反動勢力 の悪 意

にみ ちた 中傷 とは勇敢にたたか った。中国共産 党,中 国紅軍,ソ ビエ トと魯

迅 との関係 についていえば,魯 迅 は筆に よって中国共産党,中 国紅軍,ソ ビ

エ トが勝 ち とった解放 の大事業 を精神的に援助 し,そ の作 品で は何 とか して

中国共産党,紅 軍,ソ ビエ トを圧殺 し破壊 しよ うと全力を傾け ていた暗黒勢

力 とたたか ったばか りで な く,行 動に よって も中国共産 党の英雄的な革命斗

争に力をか した。 中国共産党が財政的に極度 の困難に陥 った とき,魯 迅がそ

の苦 しい 作家活動でえた 原稿 料を党に 提供 した の も一 再な らず の ことだ っ

た。共産党員であ るなにが しか の同志 が執拗に追跡 され,反 動 のその筋 の も

のに よって逮捕 の危険に さ らされた とき,魯 迅 は どんな危険 もかえ りみず,

万難 を排 して これ らの革命斗士 を安全にか くまった(た とえば,盟 秋 白同志

は魯迅 のおかげで数 ヵ月 も 上海にか くれ てい られ たので ある)。 反動勢力が

くりかえ しくりかえ し紅軍 とソビエ ト地区に襲 撃を加 えた とき,魯 迅 はいか

な るテ ロに も臆 す る気色をみせず再三にわた り公然 と抗議 の こえをあげて揮

らなか った。魯迅は中国紅軍 の英雄的斗争に限 りない共感 を表 明 したが,特

に紅軍 主力 の西遷(つ ま り長征 の こと,川 上)の 偉業 をば この上な しに讃嘆

した。 かれは紅軍 と ソビエ ト地 区の工作に携わ る十名か らの同志を糾 合 して

は秘密裡 に長 い談合を交 した りした。かれは中国紅軍 のたたかいについて作

品を書 くため非常にた くさん資料 を ととの え もした,か れ の言葉に よると,

長征 とい う史詩が小説に書かれ たな らば,そ れは ソ連 の有名 な 『鉄の流れ 』

よ りもっとお もしろい ものにな っただろ うとい う。 しか し残念に もかれ は病

魔におか され,つ いに死去の 日まで その心か らなる 願いを 果 しえなか った

が,そ れは中国共産 党 と紅軍 に とって損失だ ったのみ な らず,魯 迅の読者 た
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るすべ ての青年に とって も損失 とな った。昨年あ らたに中国共産党が救 国抗

日統一戦線 の 結成 とい う新戦術を 宣言 した とき,魯 迅はそれを 熱心に支持

し,文 化界におけ る抗 日民族統一 戦線 の組織 に参加 した りした。魯迅 の全世

界 の人類解放 にかんす る態度についていえば,か れ は帝 国主義 と帝国主義戦

争に断乎 と して反対 し,自 由と平和擁護 のため忠実真摯 にたたかい,現 在 ス

ペ インで行 なわれ ている人民 の英雄的 な斗争 の燃 え るよ うな支援者 だ った。

魯迅 は進歩 と真理を敵視す る反動 の暗黒勢力にたい し深 い憎 しみをは ぐくん

だ人だけあ って,崩 潰 した清朝 のみ な らず北洋軍閥を も憎み,中 国併呑 を企

らむ 日本帝国主義の盗賊 を憎み,あ けす けに祖 国を外 国に売 り渡 し自国の人

民 を打 ち殺 してい る民族 の裏切 り者を憎 み,中 国を破滅に おいや る対外無抵

抗政策 と国内におけ る 大衆 の殺識 を憎み,『 現在 の中 国人な ら誰 で も必要 な

人 間道徳をかな ぐりす てて しまい』そ して 『いま現に侵入 して来 てい る日本

軍閥に歓 迎 され るよ うな』 トロツキイ ・陳独秀解党派集団を憎んだばか りで

な く,ま た,革 命のかけ声 で ごまか しては反革命活動に狂奔す るいわば羊頭

をかかげて狗肉を売 る連中を憎んだ。それ とともに,か れ が と りわけ憎 しみ

を覚 えたのは革 命家で あ りなが ら断乎 と した不屈の精神 に欠 け るもの,脅 迫

に屈 し誘 惑に打ち勝 てず して投降 して しま うものだ った。 かれ は中国人民を

畜生 の ような生活 にお としいれてい るあ らゆ る罪悪にたい してはげ しい嫌悪

と非妥協を しめ したに とどま らず,全 世界 の 反 進歩 ・反社会主義的暗黒勢

力,と りわけ フ ァシズムを歯ぎ しりして憎んだ。

魯迅の愛 と憎 しみは一 個人の愛 と憎 しみではな く,中 国人民 とあ らゆ る

進 歩的な人び との思いを代表 した ものだ った。た とえば,侵 略者た る 日本軍

閥にはつ よい憎 しみを覚 えた魯迅 も,他 面 では 日本の勤労者 を非常に愛 して

いた のであ る。

r中 国の ゴー・…一リキイ』は 早 く死にす ぎた。 かれは死ぬそ の 日まで思いを

口に し,書 きたい ことを筆 に託す 自由を もた なか った。 かれ は 自ら話 したい

ことが話 しで きる し,行 動 したい ことが で きるであ ろ うそ うい う国がひ とつ

この世界にあ ることを しっていた。 しか し健康 その他 さまざ まな理 由か ら死



(170) 人 文 研 究 第43輯

ぬ までにそ の国を見に出向いてゆ くとい う願 いを果 しえなか った のであ る。

かれ はまた ソビエ ト政府 が ゴー リキ イに敬意を表わ したの と同 じよ うな栄 光

を利 用 しうる場所が中国に もあ ることを知 らぬではなか った。 しか し暗黒勢

力に妨 げ られ て行かれぬ もの とわか りき っていた ので,極 度 に 自由の束縛 さ

れ た環 境の うちに死ぬ よ りほか なか ったのであ る。

『中国の ゴー リキイ』は プ ロレタ リアー トと 全人類の解放 とい う高遠 な

理想が中国の何百 万の人び との現実の生活 に実現 され るのを見なか ったばか

りで な く,家 畜 の よ うに使役 されて きた中国人民 と奴隷 の運命にあ った 中国

の解放 もおのが眼で見 とどけ ることはついにな しえなか った。 それ は亡 き魯

迅 の悲 しみ,中 国文学界 の悲 しみだけに とどま らず,わ れわれ全中国人 の悲

しみであ る。

中国人民が死中に活 を もとめ毅然 と して果敢 な抗戦 をは じめたち ょうど

その時,魯 迅 の健康 は 悪化 して この世を 去 らねば な らなか った。 それ は建

人,景 宋 とそ の息子に とっては何 に も くらべがたい損失,魯 迅が教育 し育成

した青年 たちに とっては限 りない悲 しみを覚 えさせ る損失で あ り,何 百万 と

い う魯迅 の読者 の大損失 であ り,中 国の知識人,文 芸界,文 学愛好青年 に と

っては取 り返 え しのつかぬ損失 であ り,さ らには四億五千万 中国人ぜんたい

の重大な損失で もあ った。

魯迅 が死ぬ とそ の存命中は思想的 ・政治的に敵だ った ものです ら魯迅に

敬意を表 わ して記念 し,椀 惜せずにはお られずに いる。 それに よって,『 死

んだ敵の領袖 の価値がわか った』時に,利 口な敵は習性 と しで昔なが らのき

ま りきった陰謀 をいかに企 らむか とい うこと,ま た魯迅 の個人 の資質 と権威

がいかに高か ったか とい うことがは っき りす るだろ う。

最近 数 日われ われ は魯迅 の死を悼む数多 くの報道を受けてい る。す なわ

ち,中 国の人民大衆,と りわけ文学芸術工作者 団体 と学生団体 において嵐 の

よ うな高 ま りの うちに魯迅追悼集会が行なわれ たのみな らず,世 界 の主だ っ

た 国 々の文学芸術の活動家 の団体,と くに ソ連,フ ランス,ア メ リカの進歩

的文学者 に よって も追悼 されたが,そ のいず こにおい て も魯迅の死は異常 な
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激動を あたえず にはおか なか ったのであ る。全世界文化 擁護協会 はパ リか ら

世界 の進歩的作家の名に よる追悼電信 を発 したが,こ れ は偉大 な戦友を記念

し,尊 敬の念を表わ した ものと して,世 界文学では初 めての ことであ る。 中

国共産 党中央委 員会 と中国 ソビエ ト政府 は魯迅の死去 にかん して全中国人民

に特 別な声 明を出 し,中 国共産党,ソ ビエ ト政府 お よび中国紅軍司令部は追

悼会を準備 して,魯 迅を永遠に記念す るため解放 区に記念碑をたて よ うと し

てい る。それはつ ま り魯迅 とその事業が永遠に不滅 な ことを意味す る。

魯迅 は死 んだ。貴重 な文 学遺産は魯迅に よっての こされ,中 国人民 の解

放 とい う未完 の事業 は魯迅 の遺嘱 と してのこされ てい る。労働者 の解放 のた

めたたか う文学芸術工作者,知 識人,青 年,め ざめた労働者 ・兵士 ・中国の

民族 と国家に関心あ るすべ ての人び と,そ れ らの人は しか と次の ことを知 ら

ねば な らない。 魯迅 を記念 し魯迅に敬意 を表 わす よい方法は,と りもなおさ

ず魯迅 の思想をひ ろめ ることであ り,魯 迅 の人格を模倣す ることで あ り,魯

迅が生涯 をかけてたたかい とろ うと した事業,つ ま り中国人民 の民族解放事
、

業 と全 人類 の解 放 事 業 を な しとげ る こ とで あ る。

陳 紹 禺(王 明)

救 国時報1936年10月25日

パ リに て

以上 が王 明の魯迅論,正 確にいえば魯迅追悼文であ る。 王明 とい うひと

は現在の中国ではニセマル クス主義者 の政治 カタ リの裏切 り者 と罵 られてい
● ●

る ぐらいだか ら,む ろん,こ の文章が中国で何かに掲載 され て陽 のめ を見 る

とい うことはあ りえない。そ うい う点では容易にお 目にかかれ ない珍 らしい

文献 とはいえ よ うが,内 容に なると注 目に値す る魯迅論ではない。 盟秋 白,

毛沢東の魯迅論 のそれぞれに個 性的 で深刻 な思想性を もちなが ら文学的であ

るのにたい して見劣 りす ること甚 だ しい。 しか し,お も しろいのは,毛 沢東

が一九三五年 の遵義会議で党 の指導権 を握 る以前の中国共産党 の コ ミンテル

ンへ の盲 従 ・国民党 と統一戦線をむす んだ後 の中共の右翼 傾斜 ・教条主義な
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ど王 明路線が よ くあ らわれ てお り,そ の他 いろいろ と魯迅研究上 に も示唆 を

あた えて くれ ることだ。王 明は一時は中国のス ター リンといわれ た李 立三 を

権力 の座か ら引 きず り下 ろ してとって代 ったひ とだか ら傑 物ではあろ うが,

魯迅論 とな ると,盟 秋 白,毛 沢東 よ り数段見劣 りす るのは ど うしてか。それ

はひ とつには中国の伝統的 ともい って よいか も しれない政 治家,す ぐれた政

治家 の もつ文人的資質 の欠除 とい うことに よるのでは あるまいか。 盟秋 白,

毛沢東は マル クス ・レーニン主義の思想 を もった革命家ではあ るが,そ れ と

同時に詩人 で もある。 ところが陳紹禺はそ うでない,と 断定 は しかね るがそ

うでない よ うに思われ る。 少な くとも 『中国人民の重大 な損失』 を読 んだか

ぎ りではそ うで ある。 この論文,い や追悼文のつ ま らな さは,声 を大いに し

て魯迅 の死を悲 しみ,魯 迅 の死 を大 いな る損 失 と くりかえ し歎 くだけであ っ

て内容に とぼ しい とい うことであ る。 い ったいほんと うに魯迅の死を悲 しん

で いるのか,と い う疑問 さえわいて くるほ どだ。それほ どまでに このひ との

書 いた ものは魯迅 に密着 していない。それが何 よ りの欠陥で読む ものに訴 え

るものがないわけであ る。それにい まか らみ ると古臭い当時流行 のステ レオ

タイ プの左翼 用語にみ ちてい るとい うことも現在のわれ われに とって 白々 し

さを感 じさせ るのか も しれない。 た とえば,『 人民解放 の戦 いの武器』 とか

い うのはいい として,r人 民解放 のため英雄的 にたたか ってい る中国共産 党』

とか,『 中国共産党 の英雄的な革命斗争 』 とか いって 頻 りに 英雄的が出て く

るが,こ の ことばは当時 の マル クス主義者 の常 用語で,と りわけはね上 りの

冒険主義 をとっていた時代には愛用 され た ことば ら しい。 しか しどこか の国

な どでは こ うい うことばは 『革命』『暴力』『独裁』な どとともに平和で お と

な しい国民 に ア ッピール しないか らとい うことで,い っさい使 用禁止か或い

は禁 止にな るだろ うとい う共産党 もある。 そ うい う国では陳紹 禺の書いた も

のなぞ 魅力がないに きまってい よう。 だが,そ れに もま して いや らしいの

は,『 中国の ゴー リキイ』 とい うことばが 始めか ら終 りまで 何 回 も出て くる

ことである。 魯迅 が 『中国の ゴー リキイ』で あるな らば,ゴ ー リキイは 『ロ

シヤの魯迅』なのか といいた くな る。 しか し 『中国の ゴー リキイ』は聞いた
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ことが あるが,『 ロシヤの魯迅 』 とは聞 いた ことがない。 『中 国 の ゴー リキ

イ』 とい うことばは 当時(1930年 代)ソ 連の誰 かが 言 ったのか,そ れ とも

中国人が 自らそ うい ったのか,そ の点は 詳かでない。 しか し,い ずれにせ

よ,国 際共産 主義運動 において コ ミンテル ンが厳然 と して最高 の権威を もっ

て全世界各 国の支部 に君臨 していた時代 に生れた ことばであることは確かで

ある。 この ことばが ソ連の或 る人に よっていわれた とすれば,当 然 の ことか

も しれない,そ れは権威者 の ことばだか らであ る。だが,中 国人 自身 に よる

ことばだ とすれば,そ れ は中国人が 自 らを軽視 し権威 の前に屈服 し脆 拝 した

と しか思われない。 なぜ な ら,魯 迅 とい うひ とは魯迅以上で もなければ魯迅

以下 で もないか らだ。 その点 では故内山完造氏 の魯迅評価は立派 な ものであ

る。 『吾 々 日本人 は もっともっと人間魯迅 を見な くてはな らん と思 う。 一 文

学者魯迅であ るな ら,世 界に魯迅 は未だ外に もあ ると思 う。文学者 魯迅 は ゴ

ーゴ リの影響を受け,漱 石 の影響 さえ も受 けて居 ったであろ う。中国の ゴー

ルキーで よか ったか も知 らんが,し か し魯迅は 自 らも云 うて居 った ように,

「自分 は中国の ゴールキ ーと云われ ることを 心 よ しと しない ものであ る。 ゴ

ール キーは ソ聯 の ゴール キーが本物 である。中国の と云われた時には本物 に

は及ばない と云 うことが裏 にある。 自分 は中国の ゴール キーではない。 自分

は飽 くまで 中国人魯迅 であ る」 と。私は この言葉を思い出す毎 にいつ も溜飲

を下げ るのであ る。 中国人魯迅 の前途 には無限大があ ったのである。人は よ

ろ しく生 きてい る間は この意気 なか るべか らず と思 う。 魯迅生前 の この意

気,実 に一 文学者 な らんや,一 創作者 な らんやであ る。宜 な る哉,全 中国の
● ■ ● ●

青年男女が泣 いたのは文学者 魯迅 に泣いた のではない。人 間魯迅 の死を泣 い
●.● ●o●o● ● ● ● ■ ●o● ● ■ ● ● ● ● ● ■ ■ ■ ● ● ● ■ ■ ● ● ●

たのであ る。毛沢東共産 党主席 が 「孔子は昔 の聖人であ り,魯 迅は現代 の聖
の り 　 　 　

人であ る」 と叫 んだ一語 は吾等 の味 うべ き言葉であ ると思 う。』(花 甲録,内

山完造著,岩 波書店刊,208頁)(傍 点は川上)内 山完造氏が魯迅 の言葉 に

溜 飲を下げた といわれ るな らば,わ た くしは内山完造氏の言葉に も快哉 を叫

ばず にはお られない。 内山氏 の これ らの言葉 は実に立派な魯迅 論であって,

これ だけ のことをいえ る人はめ ったにい るものではない,こ の前 ではわた く
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しも含 め魯迅を 口にす る多 くの人 の議論は色を失 う。 中国人では盟秋 白,日

本人 では増田渉先生 とともに親 しく魯迅 とつ きあ って他 の何人 も見 ることの

で きない魯迅の真髄 を見 て とっていたひ ととい うだけではない,内 山完造 と

い う迫 力あ る人間そ のものか ら出 ることばであ って,内 山氏でなけれ ばいえ

ない言葉 である。 これに くらべ ると陳紹禺な どは魯迅について何 もい ってい

ないに ひ と しく,『 中国の ゴー リキイ』を 濫発 してい るところな ど正に滑稽

とい うよ りほかない。 『中国の ゴー リキイ』 とい うことばは 自己 の権勢 欲の

ために ソ連 の大 国主義,コ ミンテル ンの権威に迎合 し屈服 した奴隷の ことば

に しかす ぎない よ うにみ える。r中 国の ゴー リキイ』 とい う言葉を中国人が

発 明 した とすれば陳紹 禺か薫三 あた りではあ るまいか とわた くしは思 ってい

る。 陳紹禺は コ ミンテル ン を バ ックに盟秋 白,李 立三 らの ライバルを 指導

的地 位か ら引 きず りおろ して 自 らそ の地位についたひ とであ り,コ ミンテル

ン代表の ミフに引 き廻 わされていた ぐらいだか らコ ミンテル ンには平身低頭

していた こと,あ たか も現在の 日本共産党 の指導者 がかつて コ ミンテル ンや

コ ミンフォル ムにたい して従順 な ること羊 の如 くであ った と同然 だ った ら し

い。最近 『人民 日報』,『紅旗』,『解放 軍報 』編集部が発表 した 『中国共産党

の五十周年を記 念す る』 とい う論文 に よると,陳 紹 禺(王 明)は 次の ように

批判 され てい る。そ の評価ぶ りを見 てみ よう。

『わが党が国民党 と分裂 し,陳 独秀の右翼 日和見主義路 線を 是正 したあ

と,す ぐに また,1927年 末か ら1928年 は じめにか けての 盟秋 白の 「左」翼

盲動主義路線,1930年6月 か ら9月 にかけ ての 李 立三 の 「左」翼 日和見主

義路線,1931年 か ら1934年 にかけて の 王明 の 「左」翼 日和見主義路線があ

らわれ た。 この時期には,陳 独秀 の解党主義,羅 章竜 の右翼分裂主義,お よ

びその他革命に悲観失望す る右 の偏向があ らわれた とはいえ,主 として この

三回の 「左」翼 日和見主義路 線,と りわけ,四 年 の長 きにわ た って党内を支

配 した王明の 「左」翼 日和見 主義路線 の危害は きわめて大 き く,そ の教訓 も

きわめて深刻 なものであ った。』(北 京 周報,1971年27,8頁)こ の ように盟

秋 白,李 立三 よりも王明の党 にあたえた危害の大な ことを強調 してい る。
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『一 九三一年一 月,王 明は党の六期 四中総で,党 中央 の指導権 をかすめ

とった。王明はみず か ら 「百パ ーセン トのボ リシ ェビキ」を もって任 じ,「李

立三路線反対」 の旗 じる しをかかげなが らも,中 央は 「李 立三路線 の一貫 し

た右翼 日和見主義の理論 と実際にたい して少 しも摘発 せず,打 撃 も くわ えて

いない」な どといい,「 党内 の当面のおもな危険は 依 然 と して右 の偏 向で あ

る」 と し,実 際には李 立三路線 よりもさ らに 「左」 の 日和見 主義路線を お し

すす めた。王明は,ほ かの 「左」翼 日和見主義者 とおな じように,中 国革命

の理論 と実践が まった くわか っていなか った。 かれ らは,民 主主義革命 と社

会 主義革命 の限界を混 同 していた。かれ らは,労 働者を しらず,農 民 を しら

ず,戦 争を しらず,中 国革命 の不均衡性,曲 折性,長 期性を しらなか った。

かれ らは,中 国の階級関係につ いて まった く 調査 も しなけれ ば,研 究 もせ

ず,中 間派は 「いちばん危険な敵であ る」 な どと鼓吹 し,ブ ルジ ョア階級 と

上 層小 ブルジ ョア階級 にはすべ て反対す ることを主張 した。 かれ らは,多 く

の 「左」の政策を実行 し,「すべ ての もの と闘争 し,連 合 を否定 した」。軍事

路 線では,ま ず 冒険 主義 をお しすすめ,の ちに体 当 り主義 と逃 走主義に転 じ

た。組織路線では,セ ク ト主義 を実行 し,毛 主席 の職権を奪 った。かれ らの

あや まった路線 に賛成 しない者 にたい しては 「無慈悲 な闘争,容 赦 のない打

撃」 を くわえた。 王明は法皇 のよ うに 自分 を党 と人民 の上 におき,い た る と

ころでそのあや まった路線 をお しすすめた。そ の結果,わ が党 の勢力 は,赤

色区では九〇パ ーセン トを うしない,白 色区ではほ とん ど百パ ーセ ソ トを う

しなって,赤 軍 は移動 を よぎな くされ,長 征 をおこな った。 ……

抗 日戦争 の初期,裏 切 り者 王明は,極 「左」か ら極右 に とび うつ った。

王 明は抗 日民族統一戦線 の結成を 口実 に,共 産党 を信用す る以上に 国民党 を

信用 し,共 産党 の独立 自主 の原 則を完全 に解 消 し,い わゆ る 「すべ ては統一

戦線 を通 じて」,「すべ ては統一 戦線に従 う」 とい うことを提起 した。 これは

実質的には,す ぺ ては国民党を通 じ,す べ ては国民党に従い,国 民党 の反動

政策 とあ くまで闘 う勇気が な く,思 い きって大衆 を立 ちあが らせ る勇気が な

く,思 い きって革命 の軍隊を発展 させ る勇気が な く,日 本侵略軍 の占領地 区
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内で抗 日根拠地を拡大す る勇気が な く,抗 日戦争 の指導権を国民党 に進呈 し

て しま うもので ある。 この よ うに,王 明は また も一九二七年 当時の陳独秀 の

「すべ てのもの と連 合 し,闘 争 を否定す る」 とい うあや まった 路線 に逆 も ど

りした。』(北 京周報1971年27,8-9頁)(紅 旗,1971年,7-8,9-10頁)

中国におけ る最 も新 らしい王 明評価は以上 の よ うな ものであ る。 これ は

二十年前 に出た胡喬木 の 『中国共産党 の三十年 』 とほぼ内容はおな じで,た
'
だそ の当時は まだ毛沢東 と劉少奇の間が分裂 していなか ったか或 いは両者間

に斗争が行なわれ ていてもそれ が表面化 していなか った時代 なので,王 明が

劉少奇 の正 しい政策に反対 した ことな ども書 いてあ ったが,そ れが削 られ て

い る程度,そ れ に多少 の字句,表 現の差があ る ぐらいのもので基本的には変

りない。 これ らの党史は毛沢東路 線の正 しさと王 明が党に甚大 な危害をお よ

ぼ したあや まった路線 を明 らかに した もので,ま た,王 明 とい うひとがいか

に権勢欲がつ よ く,そ の敵対 者には無慈悲で容赦 のない打 撃をあた えたか と

い うこと,権 力の座 にあるときは法皇 の よ うにふ るま うが,い った ん強大 な

'敵 に出あ うといかに もろ く崩れ去 るか とい うこと,つ ま り魯迅 のい う 「権力

者 の反面は奴隷 であ る」 とい うことばを思 い出 させ る。現在 では この ように

批判 され てい る陳紹禺 も党 中央 の指導者 にお さまっていた時には ど う評価 さ

れ ていたか。非常 に鮮やかな対 比 の妙を見せ て くれ るので,当 時 コ ミンテル

ン代表 と して上海 に派遣 され ていた ミフの ことば をかかげ よ う。

『上海の党組織 は,陳 紹禺(王 明)同 志 の領導下に,ま ず第 一に半 トロツ

キス トの李立三路線に対す る反抗闘争を開始 した。 これは正確な る路線 のた

めに行な った闘争であ って,完 全 なる勝利 を獲得 したのであ る。陳紹禺同志

一 中国共産主義運動におけ るもっとも権威 と信 望のあ る,ま た,天 才的 な

領袖 の一一人一 の周囲に,党 の もっとも優 秀な る幹部 を団結 し,か れは党 内

のその他の優秀な る領導者一 秦邦憲,王 稼祥,何 子述(一 九三三年,北 平

陸 軍獄舎 にて病死),沈 沢民(つ もる苦労で病気 とな り,郷 豫院 ソビエ ト区

で死亡),陳 原道(一 九三二年,国 民党に よって銃殺 された)一 な どの同志

と協同 して二つ の戦線におけ る闘争上,正 確な る レーニン ・ス ター リンの中
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国革命問題 に関す る路線を堅持 した。 しか し,三 中全会(一 九三〇年九 月)

は調和派的な立場 を とった結果,党 はそ の当時なお まだ正確な る コースに進

む ことがで きなか った。 しか し,間 もな く開かれた四中全会(一 九三一年一

月)に おいて,党 中央の政 治路線 は糾正 され たのであ る。

なお,こ の四中全会に対 して 李 立三 は そ の誤 りを 承認す る声 明書 を よ

せ,盟 秋 白 も 公 開の席上で 自か ら その誤 りを 承認 したのであ った。 ……』

(『中国共産党史』上巻,大 久保泰著,原 書房,1971年,三 二二頁)

コ ミンテル ンの ご威光 を背 後にもつ ともたぬの とでは これほ どの差が 出

て くる。 ちなみに記 してお くが 中華人民共和 国が成立 した一 九四九年 以後に

ソ連 で出版 された 『ソビエ ト大百科辞典』にはむ ろん毛沢東,劉 少奇の名は

出てい るが,そ して陳独秀 も見 あた るが,李 立三 と陳紹禺(王 明)の 名 を さ

が し出す ことはで きない。権力 の所在の転 変につれ て人間の評価 とい うもの

には これほ どの変 りよ うがあ る。一 九二七年末か ら一 九二 八年 は じめ までの

盟秋 白の左翼盲動主義 といわれた時代,一 九三〇年六月か ら一九三一年一 月

までの李立三 コースが完全に終焉をつげ るまで はほぼ以上 の よ うな党 内闘争

が くりひろげ られた。そ の くわ しい事情 はわか らないが,よ ほ ど激 しい論争

と陰謀 が行なわれたのではなか ろ うか。そ うい うことで盟秋 白 と王 明は ライ

バル同士 とい うことになる。 他方魯迅 と盟秋 白は親 密な関係 にあ って,魯 迅

は 国民党 の特務 か ら盟秋 白をか くまったぼか りでな く,か れ の著作を編集 し

て出版 も してい るほ どであ る。む ろん王 明は魯迅が輩秋 白をか くまった こと

は しっていた。そ うい う点を考えただけで も盟秋 白と王 明 とでは魯迅 を見 る

眼が ちが う。 だか ら,r雀 秋 白同志 は魯迅のお蔭 で数 ヵ月 も上海にか くれ お

おせた のであ る』 とい う王明の ことば は微妙であ る。 盟秋 白は一九三四年 に

開始 された長征には病 身のた め加 わ らず,そ の後一九三五年国民 党の保安軍

団に逮捕 され六 月に死刑に され た。 当時 モス クワかパ リに いた王明はそれ を

知 ったか ど うか,ま たその年 の十 月に魯迅が雀秋 白の著作 を 『海上述林』上

巻 と して編集 し,翌 一九三六年 の四月に下巻を編集 し,十 月に 『海上述林 』

上巻 を出版 した ことは しらなか ったか も しれ ない。一九三五年の遵 義会議 で
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失脚 した とはいえ,一 九三六年で もなお陳紹禺の輝か しい指導者 と しての余

光は少な くとも ソ連では残 っていたで あろ う。そ うい う時にかれ の魯迅追悼

文は書かれたのであ り,そ れだか らこそかれの大 して内容 もない魯迅論が一

九三八年に ソ連 で出版 の魯迅選集 に ものせ られたので あろ う。

王 明の魯迅 をみ る眼 の誤 りは次の ことばに もあ らわれ ている。『「中国の

ゴー リキイ」は早 く死にす ぎた。かれは最期 の 日までその思いを 口に し,書

きたい ことを筆に託す 自由を もたなか った。かれは 自ら話 しまた行動 したい

ことがで きるであ ろ うような国がひ とつ この世界 にあ ることを知 っていた。

しか し健康 その他 さまざ まな理 由か ら死ぬ までにその国を見に 出向いてゆ く

とい う願 いを果 しえなか ったのであ る。』 自由に話 し行動 しうる国が 世界に

はひ とつあ るとい うことに も問題 はあ るが,そ の点は不問に付 してもよい。

わた くしな どか ら見れば事実 とは思われ ないが,当 時の共産主義者 としては

一一それは もはや信仰みたいな もので やむをえなかっただ ろ うか ら。そ

れ よ りもわた くしは魯迅が健康 その他 さまざ まな理 由か らソ連 へ行けなか っ

た とい うことにひ っかか る。王 明は魯迅が ソ連 へゆけなか った(或 いはゆか

なか った)主 な理 由を健康 に もとめているが,そ れ は事実に反す るだろ う。

許広平 のr魯 迅追憶録』(『魯迅 回↑乙景』許　平,作 家出版社,1961年,北

京)に よると,一 九三二年には魯迅 も許広平 も ソ連 へゆ く気に なっていた こ

とがわか る。許広平 は陸万美 の 『魯迅先生 の 「北平五講」前 後の追記』(『追

記魯迅先生"北 平五 講"前 后』,『憶 魯迅』,95頁,人 民文学 出版社,1956

年,北 京)を 引用 して書いてい る。 しか し引用文 と原文 とでは少 し出入があ

るので,こ こでは陸万美 の原 文を引 こ う(翻 訳 は川上)。

『ず っと後にな って,党 内の責任あ る同志が 話 して くれた真相 とい うの

は こ うだ,主 と して ソ連の ゴー リキイの招待 を うけたので,魯 迅が モス クワ

へ赴 いて,ち ょうど開催準備を していた ソ連作家代表大会(当 時,ロ マソ ・

ローラソ,バ ル ビュス,シ ョウ等 も招待 され ていた)に 参加 しても らい,ま

たわ りに長 くソ連 に滞在す ることに よって,静 養 と同時に,ま た物 も書いて

もらお うと したのであ る。それは じっさい,全 ソ連共産 党 と ソ連 人民を代表
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して先生にたい し熱烈 な真心 と 限 りない 敬意 をあ らわ した ものである。 当

時,中 国共産党 の責任あ る同志 も魯迅先生が社 会主義 ソ連 を訪問 し,世 界 の

労働者が 自 らは じめてつ くりだ した美 しくよい生活 と新 らしい制度 を更 に具

体的に深 く理解す ることには非常 に賛成 したのだ った。 したが って,党 は き

わめて 慎重に先生 の 出国計画を練 り,具 体的な 手はず を ととのえた,つ ま

り,ま ず北京へゆ き,そ れか ら何 とか して 日本へ渡 り,つ いで ウラジオス ト

ーク,そ して モス クワへ とい う計画だった。 この計画は とて も重要で,魯 迅

先生 の健康 と後期の創作活動に きっと重大 な影響 を うみだす にちが いないと

予想 され るものだ った。 しか し国民党反動派 の フ ァシ ョと先生にた いす るき

び しい 監視 のためついに 実現 しなか った のであ る。』 こう して魯迅 は十五 日

間北京 に滞在 して上海 に もどった とい う。一 九三二年十一 月十三 日か ら十一

月二十八 日までであ る。そ の ころは満州事変で 日本軍が満州(東 北)を 全 部

占領 し,国 民党 の蒋 介石は外敵 を追 いは らう前に国内を安 ん じねばな らぬ と

して愛 国運動 に大弾圧 の鉄槌 を下 していた ので,北 京の魯迅 は殺 され るとい

う噂 もとび,魯 迅 の 講演を きいた 青年何名か は 逮捕 された りした ほ どであ

る。魯迅が ソ連ゆ きを断念 しなければ な らなか った事情 と して,許 広平 の書

くところは次の とお りである。r同 年(一 九三二年)の 十二月十二 日,魯 迅

は百方手をつ くし,内 外 の困難を突破 して も ソ連 に往 くとい うことがで きな

くな ってか ら,曹 靖華 同志 にあてた手紙の中で しご く腕 曲に如何 とも しがた

い とい った気持ちで 自分の ど うに もやむをえない心情 を吐露 してい る。 『私

の旅 行は も う時機を失 して しまい,事 実上で も不 可能です。む ろんやめ るよ

りほかあ りませ ん。』(r魯 迅全 集,第10巻,67頁,人 民 文学 出版社)こ れで

み ると,魯 迅 の ソ連ゆ きを妨げた ものは健康ではな くて国民党 の フ ァシ ョと

い うことにな ろ う。 そ こで疑問が おきる。魯迅 が ソ連へゆ こ うと していた こ

の時 は一九三二年 のことであって,そ の時党 中央 は上海にあ り,党 の最高 の

実 力者権威者つ ま り実権者 は と りもなおさず王明その人だ った,そ れに もか

かわ らず王明が 国民党反動派 の妨害 にあって魯迅が ソ連 へゆけ なか った こと

を知 らぬはず があ るまいとい うことであ る。陸万美 のい う責任 あ る立場か地
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位にあ る 同志(負 責同志)と はい ったい 誰 なのか,少 な くとも 王 明ではな

い,と すれば王 明以外の中央委員かそれに近 い地位或 いは もっと下 部の誰か

であ った とい うことか も しれ ないが,そ のひ とは明 らかでない。 むろん,陸

万美は知 っているはずだが,そ れ を明るみに出 して くれていないのは残念で

あ る。その責任 あ るひ とは党最高 の指導者 た る王明に魯迅 の ソ連ゆ きにつ い

ては何の相談 も報告 も しなか った ことにな る。 どうもそ の辺が おか しい。世

界的に名声 の高 い大物魯迅 を ソ連 へ派遣(?)し ようとい う党が ある,そ れ

なのに党の最高指導者がそれを知 らないので ある。 これ は推測 とい うか臆 測

に しかすぎないが,或 いは党内に意見の対立,分 岐があ って,さ らには もっ

と激 しい権 力闘争 があ って,そ うい うことに なったのか も しれ ない し,そ れ

とも王 明は実権者 と して当然事情 をそれ と知 りなが ら知 らない素振 りを した

のか も しれない。 それ でなければ 陸万美の文章 は ウソを 書いた ことに なろ

う。 しか し陸万美 とい うひとの書いた この魯迅追憶記を読んで,わ た くしは

そ の中につ くりごとを感 じない。 くさいのは王 明だ とい う気がす る。王 明は

ど うして魯迅 の ソ連 ゆ きが実現 されなか った主 な理 由を健康 に帰 してい るの

か。 それ にはわた くしが 前 に書 いた 王 明の魯迅を見 る眼の 誤 りとい うよ り

は,ど うも作為造作があ りそ うであ る。王 明の魯迅論を注意 して読 んでみ る

と,北 洋軍閥,ト ロツキス ト・陳独秀 の解党派集団,日 本帝国主義,日 本軍

閥,革 命のかけ こえで反革命運 動に狂奔す る連 中(調 和派 といわれ る羅章龍

にひ きい られ る反主流を指す ものであろ う)な どがはげ しく攻撃 され てい る

が,国 民党反動派 とか蒋介石 とかは名指 しで攻撃 していない。 ただ反動派或

いは暗黒勢力 とぼか してい るだけであ る。少 な くともそれ は,王 明が抗 日民

族統一戦線 を破壊 しないために国民党側 を刺激 しない よ うに気兼ね した もの

であろ う。先に 引用 したr中 国共産党 の五 十周年を記念す る』に おけ る王明

批判 が全 く正 しい のか ど うか,い まのわた くしには早急な判断 は下 しかね る

が,ほ ぼそ のとお りかそれ に近 い ものではあ るだ ろ う。そ うい うことで,王

明はr国 民党反動派 に妨 げ られ て』 とい う表 現を 故 意に さけて,『 健康そ の

他 さまざ まな理 由』 とい う言葉 をえ らんだ もの と思われ る。 こ う考えて くる
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と,王 明は魯迅が 国民党反動派 の妨害 にあって ソ連へゆけなか った ことを知

っていた,そ してわ ざととぼ けた もの らしい。そ うな ると 『中国共産党の五

十周年 を記念す る』 の批判,王 明が抗 日戦争 の初期,つ ま り抗 日民族統一戦

線 が結成 された のちに,極 「左」か ら極右 に とび うつ った裏切 り者 とい うこ

とばが生 きてきて,こ とに よると王 明 自身が魯迅 の訪 ソ計 画を国民党側に知

らせ て計 画の実行を失敗におわ らせ たのではあ るまいか,と も邪推 した くな

る。 そ うい うことは充 分にあ りうることであ り,ま たそ の可能性 のほ うがつ

よいか も しれな い。 これ までわた くしに とって,魯 迅の訪 ソ計 画 とい うもの

は謎 だ った。 それが この 十数年来 の若干の 資料に よって 解 明 され てきてい

る。王明の魯迅論 もそ の意味 では大いに価値あ る文献 とい って よい。

一一九 七一年 七 月




